
円

1.施設の概要等

2.指定管理者の概要等

17,633,346

収支差引額（A）-（B） 0 14,355 27,976 -322,915 -168,907 85,818

計（B） 19,000,000 18,636,674 21,038,251 18,214,927 12,641,714

11,604,237 7,635,597 12,952,523

その他の支出 32,991 56,294 44,979 131,296 152,586

3,924,525 3,541,915

事務費 1,760,000 1,414,714 1,549,114 1,721,966 950,296 986,322
支
出

人件費 5,500,000 4,788,442 6,183,058 4,843,745

事業費 11,740,000 12,400,527 13,249,785

計（A） 19,000,000 18,651,029 21,066,227 17,892,012 12,472,807 17,719,164

特別収益 -12,200

16,696,922

営業外収益 6,569 19,225 24,468 20,497 39,956

営業収入 18,017,714 17,701,660 20,092,002 16,912,544 11,470,024

平成27年度

事
業
収
支
推
計

収
入

指定管理料 982,286 955,000 955,000 955,000 982,286 982,286

指定期間  平成２７年　４月　１日　～　平成２８年　３月３１日
（単位：円）

事業計画
事　業　収　支　実　績

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

業
務
運
営
実
施
状
況

管理業務の実施状況

○ 営業日数　　317日　　　　　　　　　　○　陶芸教室　　320人
　 宿泊人数　　大人　1,404人　　　　　　○　遊水施設　　298人
　　　　　　　 小人　　237人　　　　　　○　テニス　　　172人
　 日帰り食事他　　　　321人

サービスの質の向上

○奈良市観光協会や宇陀市の観光協会との広域連携
○毎日のブログの更新
○地域の食材を使用した新しい料理メニューの開発

施設・設備等の維持管理

指定管理者
名　　 称 合同会社　山林舎

所 在 地 松阪市飯高町波瀬８１１

指定管理業務の内容

○山林舎の運営企画に関する業務
○山林舎の維持管理に関する業務
○山林舎の団体登録に関する業務
○山林舎の利用の許可に関する業務
○山林舎の利用料金に関する業務

施設の概要

名 　　称 飯高グリーンライフ山林舎

所 在 地 松阪市飯高町波瀬812番地１

設置目的
　森林の持つ公益的機能に対する認識を深めつつ社会的要請に対応し、森林の総合利用を図り
保健休養と潤いの場をつくり、併せて観光と交流事業を有機的に連携させて地域の活性化に資
することを目的とする。

設備の概要

・造成地面積　　　10,040㎡
・休養宿泊施設　　木造２階建　　468㎡　収容人員　32人
・体験施設（木工陶芸教室）　２教室　木造平屋建　179㎡　　木工教室
・テニスコート　２面　　1,330㎡
・取付道及遊歩道兼散策路　延長　507m
・吊橋　きずな橋　　延長　55m
・その他　植栽、修景施業等

指定管理施設の管理運営評価表（評価対象年度：平成27年度）

　担当部署名 飯高地域振興局地域振興課

　評価対象期間 平成２７年　４月　１日　～　平成２８年　３月３１日

　評価対象年度指定管理料 982,286
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3.指定管理者業務運営項目別評価

【（注1）のみ指定管理施設の管理運営評価表作成要項の評価基準1-（2）の採点基準にて評価】

　敷地内は全て利用者が快適に利用できるよう清潔な状態が保た
れていたか。 3 3

⑥鍵管理 　鍵の管理は適切であったか。 5 5

B

②備品・什器等の保守点
　検

　備品・什器等が適切に管理され、良好な機能が保持されていた
か。 4 4

③修繕業務
　点検によって異常が認められた場合には、速やかに修繕・交
換・整備・調整等の適切な処置を講じたか。 4 4

④樹木・植栽等管理業務

施
設
・
設
備
等
の
維
持
管
理

①建物・設備の保守点検
　建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の
保持がされていたか。 4

B

4

　草取りや除草等を行い、利用者が快適に利用できるような良好
な景観が保たれていたか。 4 4

⑤清掃業務

⑦自主事業 　利用者ニーズに即した自主事業が実施されたか。 3 3

⑧利用者アンケートの実
　施

　利用者アンケートを実施し、利用者の意見・要望、満足度の把
握に努めたか。
　課題がある場合は対応策を講じたか。

4 4

　事故、災害等の緊急事態発生時の危機管理マニュアルの整備や
対応体制の確立はされていたか。 4 4

⑥苦情解決体制及び対応
　利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ適切に処理できる
体制が整っていたか。
　また、事故、苦情に対する対応は適切であったか。

4 4

B

②利用者の平等な利用
　個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよ
う、施設のサービス水準を確保するための取組みを行ったか。 4 4

③適切な情報提供
　全ての利用者が情報を得ることができるよう適切な利用情報の
提供を行ったか。 4 5

④利用促進・PR

サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上

①施設利用状況及び利用
　者数増加への取組み

　自主事業や運営方法の工夫等利用者数増加に向けた具体的な取
組みはあったか。(注1) 4

B

4

　当該施設・事業について、広報誌やパンフレットを作成するな
ど、具体的な取組みが実施され、積極的な利用促進が図られた
か。

4 5

⑤非常時・緊急時の対応

⑦各種管理記録等の整備
　・保管

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕･事故・故障等の履歴
等の各種管理記録等が整備・保管されていたか。 4 4

⑧地域の振興・活性化
　地域や地域住民との交流･連携に関する取組みを実施し、地域
交流の支援を行ったか。 5 5

　職員の配置状況・勤務実績は適正であったか。また、業務執行
体制（作業責任者・業務担当者）は明確になっていたか。 3 3

⑥意思疎通
　管理運営業務全般について、市と指定管理者の責任者の間で十
分な連絡調整がなされていたか。 4 3

B

②施設設置目的の達成度 　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は達成されたか。 3 4

③利用者数 　利用者数は当初目標数を達成されたか。 3 3

④運営状況

管
理
業
務
の
実
施
状
況

①施設の目的や基本方針
　の確立

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されて
いたか。
　また、職員は理解していたか。

5

B

4

　施設の供用日数・供用時間は守られたか。また、適正な施設の
維持管理、運営が行われたか。 4 4

⑤職員の配置状況・勤務
　実績

評　　価　　項　　目
指定管理者
自己評価

担当部署評価

業務運営項目 内　　　容 採点 判定 採点 判定
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4.総合評価

【改善すべき点】 【指導すべき点】

昨年度からの２年間についてはグリーンライフやまびこと同
時経営であった為、外回りの整備（草刈りなど）まで手が回
らず、雇い人任せになってしまった。
平成２８年度からは山林舎のみの管理運営となる為、しっか
りと外回りの整備も行いたい。

平成26年度、27年度の２年間については、当施設の他にもグ
リーンライフやまびこの管理運営に奔走されており、細かい
ところに手が届かなかった様に見受けられます。
このため定期報告書などの提出物が、報告期日を過ぎてしま
う事もありがちでしたが、平成２８年度については山林舎の
営業に専念いただき期日内に報告されたい。

【所属長意見（今後の方向性等）】

　立地等厳しい条件下ではあるが、地域振興のためにその一翼を担っていただいている。
　現在市では公共施設マネジメントにより施設のあり方が議論されているところであり、平成２８年度１年間の指定管理期
間となるが安定経営が図れるよう努力されたい。

指定管理者自己評価 担当部署評価

【努力した点・成果等】 【評価すべき点】

宇陀市にある観光施設他、他の地域にある施設との広域的な
連携、毎日のＨＰ便りの発信、地域にある食材などを使用し
た料理の提供を行った。

例年、かき入れ時である夏場には、「生きるを学ぶ」自然体
験学習などのイベントに借り出されるにもかかわらず、少数
精鋭メンバーにより現場がこなされ、施設のＰＲについても
休まずブログの更新を続けられたことは評価に値する。
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